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“背中で見せる”伝統                   

校長  田村 貴代美 

今月は就業技術科３年生の「成果発表会」があります。在

校生はもちろん、企業の方も参観します。３年生にとっては、

青峰学園で学んだ集大成の場となり、まさに３年生が主役の

大舞台です。身に付けた技能を披露し、生徒自身が準備をし

た資料で発表します。そして、この会が世代交代の場となり、

事実上３年生はこれ以降、卒業に向けて全集中していく時期

に入ります。３年生は先生方から「後輩たちに背中で見せな

さい」と教わります。最上級生とはこういうものだと背中で

語れということですが、マニュアル世代は、これをどう理解

して行動にうつすでしょうか。初めて見た「成果発表会」の感動は、今も忘れません。 

そして在校生はというと、２年生は、自分たちが青峰学園を背負っていく覚悟を決め、

１年生は、春に迎える新入生の先輩になるという自覚をもち始めます。先日実施した就

業技術科２年生の修学旅行は、生徒たちが大変素晴らしかったです。日程がタイトでし

たが、時間管理、体調管理、荷物管理は全員が意識して行い、教員が付かない班別行動

もケガやトラブルなく、各班から楽しそうな写真付きで定時の報告がデジタルで行われ、

“修学”と呼ぶにふさわしい出来でした。先輩のバトンを受取る準備は、しっかりでき

ているようで、２年生の背中が頼もしく見えました。 

格好いい上級生の背中、格好いい大人の背中。その背中には、自分の「責任」を引き受け、背負い、

覚悟のある顔つきや態度を備えた人の姿は、とても格好いいです。先輩とし

て、大人としての責任から逃げたりごまかしたりせず、堂々と前を歩き、後

ろに続く者に道を作り繋いでいく。小学生が中学生を、中学生が高校生を、

高校生は社会で活躍する先輩たちを含めた大人の姿を日々見て、その頼もし

さと格好良さに憧れ、一段ずつ階段を上がります。決してマニュアルやルー

ルで伝えるものではなく、人と人との繋がりの中で伝わっていく大切なもの

です。今年の「成果発表会」に期待しています。 
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令和８年１月８日（木）、全校の児童・生徒が体育館に一堂に会し、第２回全校お楽しみ会を実 

施しました。第１部では、くじ引きでグループ分けをして互いに自己紹介をし、第２部のグルー 
プ対抗ビンゴ大会では、「当たり」の番号が出るたびに歓声が上がり、友達の当選を一緒に喜ぶ姿 
も多く見られ、温かい雰囲気で行われました。また、今回は実行委員会の児童・生徒が会を進行 
しました。体育館で 200 人以上の前に立ち、説明や盛り上げていくことは決して簡単ではありま 
せんでしたが、最後までやり遂げました。苦労があったものの、実行委員をはじめ全校の児童・生 
徒にとって非常に貴重な経験となりました。全校が一つになり、笑顔と拍手に包まれた、心温まる 
時間となりました。今後も児童・生徒が主体となって輝ける機会を大切にしていきます。  

〔楽しい学校〕～みんなでつくるお楽しみ会第２回 報告 

 
3日間の就業技術科２年生修学旅行では、神戸・大阪の名所を巡り、学びと体験が随所に感じられる充 

実した時間を過ごしました。生徒一人一人が時間を守り、仲間と協力しながら行動する姿が多く見られ、 
青峰生らしい素晴らしい態度で活動し、成長を感じる 3日間となりました。修学旅行で培った経験を、4 
月から始まる 3年生としての生活にぜひ活かしてほしいと思います。 

就業技術科２年生修学旅行 報告 令和８年１月２１日～２３日 神戸・大阪 

【就業技術科２年生修学旅行】 

２年生の合言葉は… “Talk・Smile・One team” 
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ホームページ https://seiho-sh.metro.ed.jp   メール S8000541@section.metro.tokyo.jp         


